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( 科目コード：8501120003JJ)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】電子回路
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・3 年次
【担当教員】

須田 健二

【授業目標・教育方針】
電子情報技術者を目指す学生が、アナログ電子回路の基礎と増幅回路の概要について 学び、引き続く 4 年次の「電子
回路」でその詳細について学習する。そして、それに続く「LSI 設計製作」の講義につなげる

【授業概要】
コンピュータを作っている回路は主として、ディジタル電子回路であるが、最近は自動車の制御部、TV、ビデオや
CD などにアナログ電子回路の応用であるアナログ用 IC（集積回路）が使われている。これまでに「電子工学」で半
導体の基礎を学んだ学生に、電子回路素子、増幅の原理、増幅の図式解法、各種接地方式、小信号等価回路とその解
析、各種バイアス回路などについて講義する

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：電子回路：須田健二、土田英一：コロナ社：4-339-01192-4
参考書：基礎電子回路演習（I）：雨宮好文：オーム社：4-274-03254-X

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【メッセージ】
時間通りに授業を始めるので遅刻しないよう注意する。出席は毎回とり、遅刻２回は１回の欠席扱いとする。質問は
授業中・授業後でも随時受け付けるので、遠慮しないで欲しい。授業中の私語はやめてもらいたい。黒板に書いた事
項は、ノートに必ずとること。板書の内容が多く、話を聞きながらノートをとるのは大変であろうと思うが、その点
はよろしく。関連科目として「電子工学」があり、ダイオードやトランジスタの素子について学習しておくこと。ま
た、4 年次後期から「LSI 設計製作」があり、この中で、アナログ IC の回路技術について、IC を設計製作する立場か
ら、再度学習することになる。

【リンク】
http://ruby.nat.gunma-ct.ac.jp/~jabee

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
○ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：電子回路）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 講義の概要 講義のねらい、講義概要について説明する。まず電子
回路と電気回路の違い、アナログ電子回路とディジタ
ル電子回路について学ぶ。3 年後期から 4 年に至る電
子回路の講義の概要について概観する。

第 2 回 抵抗器とコンデンサ 電子回路に使われる抵抗器の種類について、特に炭素
皮膜抵抗器とソリッ ド抵抗器について学習する。特に
ソリッド抵抗器について、その抵抗値を示すカラー
コードや E シリーズについて学ぶ。また電子回路に使
用されているコンデンサとその種類について学ぶ。

第 3 回 ダイオード ダイオードについて、その動作、回路記号、電圧電流
特性などについて学習する。次にダイオードを使った
いくつかの回路について、電圧波形や流れる電流値を
求めるなどの問題を解く演習を行う。

第 4 回 トランジスタ 電子回路の主役であるトランジスタについて、その種
類や回路記号について復習した後、トランジスタの静
特性（電圧電流特性）や、トランジスタの動作原理に
ついて学習する。

第 5 回 増幅の原理 トランジスタによる増幅の原理を学ぶ。電圧の増幅、
電流の増幅そして電力の増幅について , どんな回路が
増幅回路となり得るかについて考察する。また、増幅
回路の形式（接地形式）を概観する。

レポート１

第 6 回 増幅の図式解法 トランジスタ基本増幅回路について、そのトランジス
タの静特性が与えられているときに、各部の電圧電流
の計算、入力信号を与えたときの電圧増幅度や電流増
幅度を、その使用しているトランジスタの静特性の図
を利用して求める、いわゆる図式解法のやり方につい
て学習し、具体的な回路について実際に各諸量を求め
てみる。

第 7 回 問題演習 前回までに説明した内容のまとめと復習を行う。今ま
で学習した事項に関する教科書の演習問題や過去の試
験問題等に関する問題演習を行い、理解度のチェック
や中間試験に向けての復習を行う。

レポート２

第 8 回 小信号等価回路 トランジスタ回路の小信号における動作を考える場合
に、電圧電流の関係を４端子回路のｈパラメータを
使った式であらわすことができる。この式を 4 端子回
路の形で表現したものが小信号等価回路である。ま
た、h パラメータの物理的意味についても学習する。

第 9 回 等価回路による増幅度の計算 トランジスタを h パラメータによる小信号等価回路で
表現したときに、トランジスタの基本増幅回路の電圧
増幅度、電流増幅度の求め方を学習する。

第 10 回 他の接地形式と h パラメータ 基本であるエミッタ接地における h パラメータの数値
例について説明した後、このエミッタ接地の h パラ
メータが与えられて、他の接地形式の h パラメータを
算出する方法について学習する。

レポート３

第 11 回 T 型等価回路と増幅度の計算 もう一つの小信号等価回路である T 型等価回路を導
き、その等価回路から電圧増幅度、電流増幅度を求め
る方法、h パラメータと T 型等価回路の定数との関係
について学ぶ。

第 12 回 入出力抵抗 増幅回路の入出力抵抗と整合について学習する。トラ
ンジスタのｈパラメータによる等価回路から入出力抵
抗を求める計算式を導出する。さらに、増幅回路の入
力側、出力側とも整合を取った場合の入出力抵抗を求
める問題の演習を行う。

レポート４

第 13 回 直流バイアス回路 トランジスタ回路の動作点を与える回路をバイアス回
路と呼んでいる。いろいろな バイアス回路について学
んだ後、その良さを示す尺度である安定指数について
説明する。

第 14 回 バイアス回路と安定指数 代表的な３つのバイアス回路のうち、いくつかのバイ
アス回路の安定指数を求める式を導出して比較する。
そして、電流帰還形バイアス回路が安定指数も小さ
く、バイアス回路として良く使用されていることを学
ぶ。

第 15 回 演習問題とまとめ 後半（第 8 回以降）に説明した事項の復習とまとめを
行う。教科書の演習問題や過去の試験問題等に関する
問題演習を行い、理解度のチェックや期末試験に向け
て理解度のチェックを行う。

レポート５
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